

















































紛i毛の機械的活動怯の υ 野村 .'t;'~田式..測定法について 165 
には切片はもちろん十分にゆるみ，表面から粘液の出ることも少なくなっている。
e) 切片の大きさは， あとで詳述するように，太い測定管を用レる場合こは大きく(最































で走っている切片については 5mmまたは 10m111動くのに要する時聞を秒時計 (1/5ま

















e) 繊毛の機俄W，活動性の表わし方:切片の速力を求めるには， 1 U留の切片について普

















置きー方の腕に正常海水を入れ， 他の腕に実験波音入れ， 単にコ y グ開閉によって切片を実験液に移す
方法であるoコ吋グ付さ測定管には両腕がコ J グを問に直角をなすものと(野村 1937).一直線をなすもの







コッグ付き直角管(錦5図) まずコック CをBに対して閉ぎして B内に実験il'iを入札， s腕の遊離怖
の栓をしめ，次に Aおよびコソグ内に正常海水を満たす。切片を Aに入札E常述皮を測り 切片がコノグ
内に進入したら静カにコノクを回して B と迎絡させ切片を Bに迎え入れて札 再びコノグを回して B と


















を用い， これに切片を1'10"筒入れ， 皿の下には 1ミリ flの方眼紙を盟主き，各切片が 2mmまたは 1mm走
るのに要する時聞を 4-51t~の拡大鋭と 1/10 秒きぎみの秒時計を用いて測定， それから名片について走行
遮度を計ヲ~. 10片の平均値を求め，正常海水中の同様の平均値を 100とした場合のその相対艇をもってこ
の実験条件下の繊毛の控械的活性の強さとするのであZ。




($6図.M， N'J。両者 6.8mtnをの1m隔で平行に置き』 切片が左に曲がる傾向を持っていたらガラス枠
の先で伽， ~:!j、住 M(逃行方向に対して左手にある'N'I;)に寄せ，lVIの内側而に沿って走らせ， 方に曲が
る切片には反対側の Nを用いる。 この工夫は測定管内におけるよりも硝突に切片の回線的進行を誘導す
る。1¥1， N は同時に測定皿の仕切りの佼目も米ねj 初め切片は aに全部入れ， 1簡ずっ bに寄せて cの方
に走行させて測定し終ったら dに入れる。
測定管のjg合と同様 parallaxの誤差に注意して読みを取り， また，絶えず拡大鈍で注視して切片が確
かにごみや粘液にじゃまされずに走った時に測定備の読みを取ることにすれば， 測定管よりも精1宝がひど
く落ちることはなししかも簡に述べたような特別の場合の測定管法の難点を少なくともかなりの程度に解
決できるのである。ただし，この変法の難点の Iつは実験液の影響を実験開始直後からE確日追求できな
いことで，また，恒lK柑その他により定温に保つのに不便である。
